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小型軽量で持ち運びでき、且つ乾電池駆動可能なカーボンナノ構造体を用いた医療用冷陰極Ｘ線管を開発し、副焦点の無い高画質のＸ線撮影が
できる省電力・長寿命の医療用Ｘ線撮影装置の製品化を実現する

• 現在、癌は2人に1人が発症する病気となっており、その早期発見、早期治療が望まれている

• 在宅医療および介護施設、さらに過疎地や離島でのX線撮影、診断装置のニーズが急速に高
まっている

• 従来の一般的なX線管は、電子源のフィラメントに連続的な電力供給が必要なため消費電力が大
きく、また、フィラメント後方から発生するX線により起こる副焦点現象が画像に影響を及ぼしている

在宅医療・救急医療における医療用冷陰極X線管および携帯型冷陰極X線源の開発
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人体ファントムを用いてのX線撮影試験

• 消費電力を低く抑え、構造上フィラメントが無い為、副焦点現象が発生せず、高画質な医療用X線
源を開発し、在宅医療、地方医療、被災地などの医療現場で使用可能な医療用X線撮影装置を
開発する

• 独自のＣＶＤ成膜方法で成膜した冷陰極Ⅹ線管により、簡単に持ち運べて、その場で読影して患
部や症状を見て、早期発見、早期治療に貢献可能

• 副焦点が無く、少量でのⅩ線照射線量で綺麗な画像データを得ることができるため、医師と患者の負
担を軽減

• 冷陰極X線管を搭載した小型軽量・省電力の可搬型X線撮影装置を国内外の病院や診療所へ販
売を目指す

電子発生源（エミッター）の電気特性試験


